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免許更新講習（第１領域）
「子どもと子どもを繋ぐ」そして「教師の省察」へと結ぶ



日本・・・文法訳読式（伝統的英語指導法）
まだまだ多い→脳の一部にしか働かないことが実証

トマセロ(2013） チョムスキー（2000以前）

山岡俊比古 氏
SLA→UBM（言語構築）

中森誉之 氏
SLA→UBM FS

船城道雄 氏
Universal Grammar
（普遍文法）
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執筆最近の論文 学習者の文構造への気づき フォーカス・オン・フォーム
CLIL等

Kashiwagi, K.,&Tomecsek,J. (2015).How CLIL classes exert a positive
influence on teaching style in student centered language learning
through overseas teacher training in Sweden and Finland
Elsevier Procedia-Social and Behavioral Sciences,79, 179-184. 
doi:10.1016/j.sbspro.2015.02.034

学会発表：AESLA（32nd International Conference of the Spanish 
Association of Applied Linguistics）

Kashiwagi(2012). Children's form-meaning connections to verb 
phrases and exemplar-based learning in Japanese elementary 
school. ARELE, 23, 17-32.

2015． 「音声から文字への5ステップス」(英語教育）
2012． 「小中連携の英語指導」（開隆堂教科書 副編集） etc.



社会との関わり・貢献

中部地区英語教育学会 理事

小学校英語教育学会 常任理事

小学校英語教育学会 課題別研究代表「文構造への気づきと小中連携」2011-2014

日本CLIL英語教育学会 理事 J-CLIL西日本 会長 （2018－）

講演 年間15回 程度
（全国英語教育学会WS2016 小学校英語教育学会シンポジウム2015 等）

小中学校へのワークショップ研修 年間2５程度
（寝屋川市国際コミュニケーション科座長 年間5回研修WS 2014-2019）
（大阪市やたなか小中一貫校（英語）2012-2015）
（奈良県10か年研修）（奈良市小中一貫校研究会 2005-2009）
（北海道教育大学 小学校教員養成資格PJ講座 2012-2015）
（福岡県教育委員会 小中連携の英語教育講座 2013）
（大阪市中学校英語教育研究会 公開研究会指導 2012-2013）・・・ etc.



海外との学術交流

海外教育実習プロジェクト FT－特別総合科目ー発展実習 2010-2016
（フィンランド スウェーデン イタリア オーストリア 韓国 台湾 授業訪問）

国際シンポジウム 2014 イタリア文科省トレーナー招聘 JES-JAPAN

国際シンポジウム 2015 ユバスキュラ大学 Nikula 教授を迎えて
【国立大学フェスティバル採択】

「フィンランドの言語教育」

国際シンポジウムワークショップ 2016 4大学リレー開催
（大阪教育大学 北海道教育大学 早稲田大学 宇都宮大学）

「イタリアのCLILに学ぶ」 「フィンランドの教育に学ぶ」
・・・ etc.



ユバスキュラ大学客員研究員としての
昨年2018年（応用言語学研究所にて）

世界にはばたく日本の若者が超えないといけない”WALL“ 日本しかない「教育の底力」
英語・・・ICTリテラシー（Creation/Learningへ）・・・Active Learningの力・・

・Generosity&Happiness 惜しみないフォロワーシップ
⇒幸せランキング

ではどうやって？ How of Learningで支えていきましょう。



フィンランドの教育の最先端から日本への示唆
8月17日（土）・24日（土）講演します。 （13時～本学）へ



社会に開かれた教育課程として



はじめます。



21世紀の児童・生徒の指導は
どのようにあればよいか？

隣の人と、会話を創ってみよう



Parents

Teachers

Children

Ice land is melting 

day by day!

Where are we 

going?

Let me try.

I can explore! I can think of that!

I can take my stance

because I learned how to find 

the way.



目の前の生徒は？
・先生、なにやるんですか？

・先生、思いつきません？

・英語(二つ目の言語）で？ むりです？

・日本語では？ それもむりです？？

誰かが何かしてくれるのを待っている
21世紀にいきる児童・生徒たちで良いか？

Q： 先生として、子供たちに Creation(創造）の時間を確保していますか？

Q： 先生として、子供たちの現状の課題から「問い」を作り、考えをシェアし、議論する、そのよ
うな「手続き」のある授業をしていますか？



自己紹介

お名前
May I have you name?
あいさつ
Nice to meet you.
Long time no see you.
Hi, What’s up?

専門
What is your major?
What subject do you
like?

学校・趣味
・・・School? ・・・
Hobbies

ファシリテーター １ ライター１
アンバサダー１ PCー１

教師たちも、自立して考え、対話しよう



４ 「連携・対話」はなぜ必要か＆
子どもと子どもを＜繋ぐ＞

本日の流れ

１ 「手続き的知識」 ＜どきどき・ときどき体験＞

２ 「世界の教育の動向」データ 授業ビデオ
＜読み解く＞

３ 新学習指導要領（新旧） ＜比較する＞
21世紀型スキル PISA型学力 グローバル・コンピテンシー

やってみよう！「問い・思考・対話のある授業」
ファシリテーター 柏木＆ 学生アシスタント



ときどき体験コーナー

コインを出して
やってみよう

授業ビデオ
（手続き的知識はどのように教えら
れているか）



手続き的知識（How of Learning)はど
のようにして教えられるのか？

宣言的知識（Declarative Knowledge)

手続き的知識（Procedural Knowledge）

手続き的知識は、行為に関する知識。

自転車の乗り方や、実験のプロセスなど、繰り返し意識せず
に手続きをとおして学び、似ている場面に再び遭遇した時に
は、「転移」。知覚したイメージが心の中で「表象」となりえる。

宣言的知識は、言葉で説明できるような知識。
情報は意識的に保持され、「AならばBである」などの形で表現
される。



授業ビデオを見てみよう
「先生が手続きを経験させている場面はどこか？」

「Creation(創造）をする場面はどこか？」

オーストリア（理科×英語）13歳

イタリア（生活科×英語×音楽）8歳

日本（総合×防災×英語）12歳

日本（物理×英語・仮定法）17歳∔科学リテラシー



「答えのない問いを考える授業」
「問題を解決する手続きのある授業」

は何が異なるか？



Blooms タキソノミー
（教育の目標とされるべき分類体系）



-7つの認知的な談話機能（Dalton-Puffer,C, 2015）を、
授業に取り入れているだろうか

-生徒が思考をしている様子を物語る指標として
7つある。「分類・定義・描写・価値付与・説明・
探求・報告」である。実際にこの指標をもちいて、
中学校2年生の教科関連学習での英語授業
（CLIL)での事後英作文をラベリングしたところ、
「説明・理由付け・比較・予想・分類・賞賛」が非常
に多くみられた。

(自分で発見した、圧倒的、有意なエビデンス）

（柏木・伊藤, 2018）



Seven CDFｓ：7つの認知ディスコース機能
CLASSIFY
分類

classify, compare, contrast, match, structure, categories, subsume
分類 比較 対比 結び付け 構成 類別 包含

DEFINE
定義

define, identify, characterize
定義 確認 解釈

DESCRIBE
描写

describe, label, identify, name, specify
描写 ラベル 確認 名付け 明細化

EVALUATE
価値付与

evaluate, judge, argue, justify, take a stance, critique, recommend,
comment, reflect, appreciate
評価 判断 議論 自由 立場 批判 推奨 意見 省察 賞賛

EXPLANE
説明

explain, reason, express, cause/effect, draw, conclusions, deduce
説明 理由 表現 原因/結果 指摘 結論 結果から推論

EXPLORE
探求

explore, hypothesize, speculate, predict, guess, estimate, stimulate, take
other perspectives
探究 仮説 推測 予測 推測 見当 刺激 他の視点で考える

REPORT
報告

report, inform, recount, narrate, present, summarize, relate
報告 情報提供 詳述 語り 発表 要約 関係付け

Dalton-Puffer,
2016, p.33



オーストリア授業より
（13歳 慣性の法則）

ディスコース分析 と 7つの認知

授業のやりとり(ディスコース分析）

T:   Can you try? Think about the explanation. Go.

S1:（Doing the experiment）
T： Why is it possible to catch the coin?

S2: >Because you are already moving your elbow.＜
You (xx) elbow down. It’s almost // (ドイツ語)

T:   Stretch.↑

S2:（ドイツ語）
T: Vertical.↑

S2: Vertical. You pass it down, that you can grab it. 

T:    Nearly that. The coin is going to be still here. 

S3:  The coin takes some time. 

理由付け

解釈・関連づけ

明確・定義する



教員にとっても「場数と経験が必要である」授業でどのように子供の創造的
な考えを引き出すのか、
経験と知識とビリーフ（信条）が必要である。理論を学び試して、エビデンス
からの信条を得る必要がある。



考える生徒を育てる授業は
「偶然」では生まれない

１ プロアクティブ（何が作用し、生徒はどう動き、考え
るか予想をしたうえでの授業作り）な教師であること

２ 生徒の反応をよくみて、省察し、改良することが楽しい
教師であること ⇔子供の状況から「問い」をつくる。

３ 社会の動き、科学的現象、思春期の生徒の心の動き
アンテナを高く上げ、目の前の生徒への授業を考える
教師であること



同じ、What is it?

What group does it go?

ワークシートA

ワークシートB



柏木ゼミ「1日の動作」授業研究から
A –B どちらが「単語・表現・知識」で「思考・判断・手続き」か？

ワークシートA

ワークシートB





• ★２１世紀型ポートフォリオ(2018年版）.pdf

わたしは、人類の共通課題につい
て、先進国や発展途上国などの複
眼的情報を収集し、地球市民として
考え行動することは大事だと思う

（21世紀型スキル）

★２１世紀型ポートフォリオ(2018年版）.pdf


PISA型学力 21世紀型スキル
グローバルコンピテンシー

１ 本当は自分で資料をWEB
から探す

リサーチスキル❣

２ 複数の資料を 比較して
世界の教育の動向を考える。

検索力（日本語だけでは全く足りない） 信憑性 グラフを読み解く知識 映像データ
事実かねつ造か判断 書籍 引用元 自分で「再実証」 統計分析 実験 応用・・・・・・・



OECDが目指すキーコンピテンシー(2003年）

「複雑な文脈で異質なグループで相互作用的に
言葉やテクノロジーを用い、個人的なプロジェク
トを設計し実行する」

カテゴリー１：相互作用的に道具を用いる
１－A 言語 シンボル テキストを相互作用的に用いる能力（Ability）
１－B 知識や情報などを相互作用的に用いる能力
１－C テクノロジーを相互作用的に用いる能力

カテゴリー２：異質なグループにおいて相互に関わりあう（Interacting）
２－A 他者と良い関係をつくる能力
２－B 協同する能力
２－C 葛藤（Conflict）を調整し、解決する能力

カテゴリー3：自律的に行動する
３－A 大きな展望（Big Picture）の中で行動する能力
３－B ライフプランや個人的なプロジェクトを設計し行動する能力
３－C 権利、利害、限界、ニーズを主張する能力

（Ruchen＆Salganic, 2003）

PISAの調査は、教育課程の国際的な通用性を見るために生まれた。
それは教育を改善するためのもので、順位を競争するためではないのである。



世界の文脈で教育を捉えよう

資料①
テキスト ７頁から１４頁 の資料から分かることを出し合う。
資料②
引用URLの検索は、PCかiPadを使ってください。

１４頁の左側の【現状】にキーワードで、まとめよう。
個人で5分⇒グループで15分

①世界の教育の動向は？
②比較して、日本の教育の現状と課題は？



フィンランドGun校長先生と語る
PISA調査結果2012

２０１３．１２．４の日のこと

グラフ資料で OECDを探検しましょう。



データ資料で OECD国を探検しましょう。

7頁～14頁に、補足・解説をしてみます。



資料① 2012年PISA調査 平均得点



資料② 2012年 数学的リテラシー



資料③ 2012年 読解力リテラシー



資料④ 2012年 読解力リテラシー



日本

フィン
ランド

資料⑤ 2012 数学分野の概観

スウェー
デン

オーストラ
リア

シンガ
ボール

縦軸は平
均スコア



資料⑥ 2012 数学のパフォーマンス平均と
自己効能間の相関

U.K U.S.A

縦軸ｰ平
均スコア

横軸ｰ自
己効能感



資料⑦ グロバール社会の傾向が教育システムを形作る
（重要ポイントになる）

現在まででもっとも、高い質の学校教育が重要になっている。

グローバル経済 デジタル社会とスキル 格差と民主主義 気候変動 災害

移民と多様なコミュニティ 平和と安全 老齢化社会と家族モデル

複雑化・変化のスピード加速



資料⑧ 生徒 教員 教育
学びへのパラダイムシフトが起こっている

エビデンスの
重要性
・グローバルな傾
向から未来の教
育を創っていく。

・国際比較のデー
タから、質的な洞
察を提案する。

・エビデンスを教
育政策改革に使
うべき。



資料⑨ 複雑化する教師の仕事内容
（急激な変化）

・教える⇒複雑化

・内容と、教授法の知
識が、コア

・批判的思考や 問
題解決 イノベーショ
ン 創造性

社会感情マネージメ
ントスキル
・移民との葛藤
・マイノリティ
・特別支援多様化

・教育システムを
変革していく
・指導法

・新任教員のレ
ディネス多様化

・教師として学び
続けることへ
マインドセット



資料⓾ タリス教員専門性インデックス
データを読み
取ってみよう。

日本の教師の

緑：ネットワークは？

青：自律性は？

赤：知識は？



資料⑫ 1960~2009年 仕事内容変化
データを読み
取ってみよう。

黄緑

ルーティーンで
はなく、人との
関係性でする
仕事

赤

ルーティーンで
思考的な仕事

黒

ルーティーンで
マニュアル的



OECD 2030年にむけての問題

１ 未来の必要性と 現行カリキュラムとの
タイムラグを考える

２ カリキュラムの負荷が高くなる

３ 内容の質（焦点化 厳正さ 一貫性）

４ 生徒間の平等性を保つ

５ 効果的な指導法と評価の在り方



現行のカリキュラムで、主として取り入れられている
コンピテンシー （日本）

発展させていくサ
イクルの能力は、
注目ゼロ！？

レジリエンス

を生き抜く能力
はあまり注目さ
れていない！？



現行カリキュラムで、主として取り入れられている コンピ
テンシー （オーストラリア）

批判的思
考は

最重
要！？

発展サイク
ルは、注
目！？



カリキュラムに取り入れられているもの カリキュラム取り入れられているもの

生徒の自発活動
協働 尊敬
コミュニケーション
問題解決力
教科連携
カリキュラムマネジメント

批判的思考力
レジリエンス（葛藤・変化に順応）
共感 感情移入
ニューメラシー
創造的思考
グローバルコンピテンシー

カリキュラムに取り入れられていない
傾向があるもの または、ゼロ ある程度取り入れられているもの

批判的思考力 創造的思考
レジリエンス 共感 感情移入
アントレプレナーシップ
アクション（行動する）
コンピューターによる思考

アントレプレナーシップ
（起業家精神）

生徒の自発活動
レジリエンス 尊敬
教科連携 カリマネ（実施済）



TALIS調査からの 各国の教育政策への
影響

日本⇒

「チーム学校へ」「教師のコラボレーショ
ン」「教員養成」「教師の自立性」「アクティ
ブラーニング」へ

フィンランド⇒

一人で働くのでなく、さらなるコラボレー
ションを

イギリス⇒
システムや学力の弱点克服 議論
働き方改革 （支援・サポート）



2015年結果から補足



TIMSS調査 理数 最新2015年の調査
(国際数学・理科教育動向調査の2015年調査報告書)において、日本は2位

日本の中2の学力は高い（理数）→
日本の教師は、自己効能感が低い。指導はやや知識注入型
日本の生徒は、スコアは高いが、知識がいつ役立つかという授業での手ごたえ低い。



日本小学校算数
学力テスト

A問題（知識）
９６％

B問題（活用型）
１８．２%

＊答えが明確な
ものに強いが・・
＊数学の読解は？
＊科学的知識を
書く・発信は？



世界のキーコンペテンシー



未来を拓く資質・能力の育成にむけて
社会に開かれた教育課程を構想していく。

１「何ができるか」から「何をまなぶか」と「いかに学ぶか」
を検討し、特色ある教育課程をデザインする

２ 生きて働く「知識・技能」の習得 未知の状況にも対応
できる「思考力・判断力・表現力」の育成 学びを人生に
生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の涵養

３ 学校目標を実現するカリキュラムマネジメントと主体
的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）

変化の激しい予想が困難な社会にむけて「自立」した個
人が知恵を出し合い「協働」して「創造的」に問題解決を
図るため、学びの問い直しが必要。

日本の新学習指導要領２０２０年～は、
グローバル社会から多大な影響



「21世紀型スキル」（OECD）は、日本の
2020新学習指導要領へ根本的な影

響を与えています。

これについては、
ここまでです。



なぜ、対話・思考・探究が
求められているのか？



Society 1.0 狩猟社会 → Society 2.0 農耕社会 → Society 3.0  工業・産業社会

Society 4.0 情報社会 → Society 5.0 新たな社会

デジタル革新、イノベーションを最大限活動して実現する。



学校教育では？

1、文章や情報を正確に読み解き対話する力

２、科学的に思考・吟味し活用する力

３、価値をみつけ生み出す感性と力

異分野・異年齢の連携と協働学習の場で。
個別のニーズに （Individual Differentiation)

AIと共存していく社会の中で、人間の強みを発揮するには

４、好奇心と探求力

〇〇だけ！ 一斉一律 からの脱却→
「学校だけ」 「教師だけ」 「紙だけ」 でない。



子供たちひとりひとりは、毎日、「生きづらい社会」で懸
命に生きており、Society 4.0に住んでいる。

理想や未来と、現実のギャップは、不安をもたらすことも
ある。理想の独り歩きを押し付けてはならない。

「生きづらい社会」を、「寛容で、自分もやってみることが
できる場所」にするために。

教師が全てできるわけではないが、子供が学び合い、テ
クノロジーや協働を保証して議論させていく、その力量
は、身につけていきたい。

（私見）

しかし、



お時間があれば：

①渡した資料を読んだり、

②紹介した資料を検索し、興味を引いたグラフや文
言などをさがし、世界の文脈の中で日本の教育を考
えてみてください。
PISA 2018
OECDホームページ
TALIS 調査（www.oecd.org/talis）
OECD国際教員指導環境調査（TALIS：Teaching and Learning International Survey）は、学校の
学習環境と教員の勤務環境に焦点を当てた国際調査

国立教育政策研究所（日本語PDFあり）

http://www.oecd.org/talis


http://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pd
f/pisa2012_result_outline.pdf

• OECD生徒の学習到達調査より

（国立教育政策所研究所2012年調査）

http://www.slideshare.net/OECDEDU/pisa-2012-evaluating-school-systems-to-
improve-education

OECD ホームページ

http://www.slideshare.net/OECDEDU/pisa-2012-evaluating-school-systems-to-improve-education


補足資料



学び方に変革を
コラボレーション（協働）に変革を

「大阪教育大学 連合教職大学院
（スクールリーダーシップコース）
に是非学びにきてください。

現在、26名のM1、30歳～60歳（若手～校長まで）共
に議論し研究しています。中央館事務室へパンフ

入試は年4回 8月 10月 1月 2月

グローバルリーダーシップ 英語関連プログラムは、
柏木へ相談を （https://www.kashiwag-lab)

https://www.kashiwag-lab/


グローバルリーダーシップや英語プログラムは、柏木へ相
談をhttps://www.kashiwag-lab（ホームページ）
kashiwag@cc.osaka-kyoiku.ac.jp

https://www.kashiwag-lab（ホームページ


多様性への対応

✓人と組織の潜在力を持ち上げるテコ



世界の人たちと働くために （KFCが社員に求む）

日本人に不足している基礎的能力

1) 語学力
2) 想定外の事態に対する危機管理能力
3) 異文化理解を含めた多様な人材とのコミュニケーション能力
4) 創造的問題解決能力

（自分で考えて論理的に問題を解決するための力）

多様性対応能力の向上が必要



多様性への対応

✓力が増幅するクロスファンクショナルチーム

KFC CEO長井哲郎氏 大阪教育大学講演2017



OECDが目指すキーコンピテンシー(2003年）

「複雑な文脈で異質なグループで相互作用的に
言葉やテクノロジーを用い、個人的なプロジェク
トを設計し実行する」

カテゴリー１：相互作用的に道具を用いる
１－A 言語 シンボル テキストを相互作用的に用いる能力（Ability）
１－B 知識や情報などを相互作用的に用いる能力
１－C テクノロジーを相互作用的に用いる能力

カテゴリー２：異質なグループにおいて相互に関わりあう（Interacting）
２－A 他者と良い関係をつくる能力
２－B 協同する能力
２－C 葛藤（Conflict）を調整し、解決する能力

カテゴリー3：自律的に行動する
３－A 大きな展望（Big Picture）の中で行動する能力
３－B ライフプランや個人的なプロジェクトを設計し行動する能力
３－C 権利、利害、限界、ニーズを主張する能力

（Ruchen＆Salganic, 2003）

PISAの調査は、教育課程の国際的な通用性を見るために生まれた。
それは教育を改善するためのもので、順位を競争するためではないのである。


